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受
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合
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8
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和
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う
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。
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追
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教
育
長
新
年
度

”
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し
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明
：
困
異
]
動

は
左
記
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
け
る
教
材
の
使
用
に
つ
い
て
ら
に
そ
の
徹
底
を
図
る
た
め
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
お
い
て
有
効
適
切
に
実
施
さ

て
い
ま
す
。
は
、
特
に
g
宜
な
取
扱
い
を
新
た
に
「
道
徳
」
の
時
間
を
と
さ
ら
反
対
ず
る
理
由
は
な
れ
、
よ
り
よ
き
日
本
人
が
育

一
、
「
道
飯
」
の
趣
旨
、
目
す
る
こ
と
。
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
同
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や

撰
、
指
導
の
内
容
、
指
導
方
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
「
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
じ
談
話
の
中
で
次
の
よ
う
に
み
ま
せ
ん
。

及
び
指
導
の
計
画
、
実
施
道
霰
」
の
時
閻
を
特
設
す
る
学
校
に
お
け
る
全
教
育
活
動
も
い
っ
て
い
ま
す
。
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ノ

K
関
し
て
は
、
文
部
省
で
定
こ
と
や
文
部
省
の
「
実
施
要
を
通
じ
て
、
造
茜
教
育
を
行
「
道
飯
教
育
は
そ
の
本
質
か

ー

め
た
「
実
施
要
綱
」
に
よ
る
綱
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
な
う
と
い
う
従
来
の
方
針
を
変
ら
い
っ
て
、
学
校
の
み
で
、
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日
程
に
よ
S
実
施
し
ま
す
。
於
矢
島
集
会
所
総
巧
瞑
◎
小
田
木
平
活
、
掘
口
翌
芙
江

敬
老
年
金
唸
八
件
を
議
決
層
謡
動
カ
ポ
ン
プ
格
納

m

積
：
口
そ
の
あ
ら
ま
額
は
第
一
平
且
と
同
じ
よ
う
に
四
万
五
八
月
万
日
午
前
十
時
l
琶
一
時
九
月
二
日
翠
時
倉
一
時
庭
◎
和
田
実
消
防
、
瞑
追
配
給
（
塁
）
統
計

息
器
八
万
円
の
間
し
を
お
知
ら
千
円
で
あ
る
が
、
叩
年
分
が
莱
ば
さ
れ
八
月
七
日
午
後
一
時
i
四
時
九
月
四
旦

0

一
時
l
四
時
代
罪
◎
園
田
哲
雄
塁
（
消
防
忠
沢
家
紹
連
転
手

］
叩
去
る
六
月
三
＋
B
臨
時
村
罐
会
に
て
、
本
村
内
に
居
住
す
る
志
令
者
に
敬
老
の
窟
を
敦
曰
費
、
教
科
む
給
与
戟
一
―

1
·\
1
1
0

累
上
年
せ
致
し
ま
す
る
。
こ
の
累
積
は
各
年
十
万
円
を
起
―
え
斗
合
田
、
下
江
累
羹
王
寺
大
輪
於
松
林
寺
報
道
）

八
月
二
十
日
午
前
十
時
ー
后
一

l一
時
九
月
八
日
前
十
囮
上
g
-
―
一
時
◎
大
塚
帷
刃
、
稿
木
m
＿
＿
一
郎
、
税
栢
課

四
八
、
g
c
円
囚
合
除
は
こ
れ
ま
円
か
ら
十
万
円
あ
て
控
除
）
に
税
率
を
八
月
二
十
二
日
前
九
時
ふ
一
時
半
九
月
十
日
后
一
呼
四
閥
落
合
良
江
唇
◎
坂
森
次
説
巧

色
あ
ら
t
｀
そ
の
譴
祉e
噌
進
す
る
目
的
に
て
敬
考
年
金
そ
の
他
諜
設
贋
憐
一
郎
改
正

0
円
、
梅
虫
翌
3紐
惣
為
径
胃

C

以
ニ
一
日
坦
碗
控
る
額
の
合
A
t
四
八
十
万
円
（
各
五
十
万

議
一
疇
九
件
を
審
這
原
案
可
決
し
た
。
社
会
及
労
闊
店
、
敬
老
年
金
改
税
盆
で
十
万
円
で
迎
用
し
た
名
平
六
万
五
千
円
か
ら
南
大
島
於
棗
商
店
員
、
1
1
1
尺
於
農
民
四
爵
奇
、
財
政
（
滋
昇
墨
、
落
合
明
祐
、
暉

村
i
畠
辟
暑
蓋
竺
冒
雙
で
行
つ
た
馨
、
喜
者
が
加
1
1
1
俣
薯
雰
巡
登
庇
在
所
敷
地
六
二
、
さ
、
C
8
円
八
月
二
十
究
日
前
十
時
白
―
一
時
九
月
九
日
前
＋
岡
l
-
=
―
閥
学
）
野
繁
、
昇
學
、
小
林

あ
っ
た
の
を
―
前
年
分
の
説
四
四
万
百
千
円
と
そ
の
年

部
改
正
塁
者
に
対
す
る
関
開
の
讀
醤
坪
を
六
二
‘
-
8
円
で
、
大
佐
四
財
塾
費
、
1
1
1
閲
紅
I
E
塁
唇
ハ
ニ
与
十
つ
八
月
二
屯
旦

2一
時
t
四
時
九
月
十
一
円
后
一
時
ー
四
時
◎
慌
罪
、
篇
悶
、
始
患
を
、
小
牧
ト
シ

報
時
一
魯
以
来
、
総
西
聰
産
を
国
床
団
体
が
醤
す
る
こ
と
。
の
謀
木
き
く
さ
ん
呑
疇
入
す
る
こ
-
8
円
年
あ
二
十
万
円
に
の
四
万
耳
塁
爵
し
て
ほ
し
た
千
昇
、
上
伍
翠
江
田
中
学
梅
訊
於
一
忌
神
社

I
Rg
:

臨
了
｀
税
9
-
9

畠
和
村
敬
葦
賓
醤
に
つ
い
と
゜
諷
‘
衆
誼
院

E

＿
＿
一
三
、
六
贈
し
、
そ
の
年
翌
万
翠
塁
モ
の
年
分
の

9

与
税
八
月
二
十
吾
塑
呼
呈
一
時
九
月
九
日
前
十
呼
后
＿
ー
一
時

E
m、
住
民
笠
鉗

中
の
旧
与
税
g
の
四
万
五
千
円
に
現
た
印
十
二
万
◎
パ
川
芙
、
田
口
殴

っ
た
が
｀
事
珂
熊
字
の
向
上
て
®
氾
酪
拡
張
に
つ
い
て
八
月
二
十
七
日
前
十
時
！
十
二
時
九
月
十
一
日
前
九
時
ー
十
二
閥
民
生
g
-

広
回
一
村
民
に
幻
す
る
サ
ー
ピ
ス
を
八
十
冗
オ
以
卜
の
磨
者
に
昭
和
＿
―
-
村
近
江
焦
四
号
線
一
部
拡
弧
の
た
め
い
よ
い
よ
有
線
匹
か
ら
席
＜
。
ま
た
書
に
対
し
て
円
が
琶
一
年
自
の
潤
与
税
如
と
な
る
。
田
島
於
唇
神
社
新
里
、
中
谷
於
醤
塁
籾
山
幸
一
―
徴
収

五
l印
を
か
負
生
願
を
設
け
十
一
二
年
度
よ
り
年
＝
＝
一
千
円
を
支
給
す
大
字
t
r
塁
署
一
戻
喜
一
放
送
刺
量
始
ま
る
も
叩
与
説
で
な
く
和
続
税
を
課
す
る
こ
第
＿
＿
一
年
目
は
同
様
に
四
万
五
千
円
に
百
八
月
二
十
六
日
印
十
時
喜
一
時
州
の
よ
う
な
日
程
に
よ
り
実
廊
す
貸
◎
稟
岱
雄
、
醤
哭
、
出
納
室

ぎ
る
こ
と
。
る
。
四
二
歩
、
畠
一
、
四
8
円
で
m

か
ね
て
g
j
圃
中
の
有
蟄
思
、
申
と
と
な
っ
た
。
一
二
十
方
円
（
五
十
万
円
の
一

l

＿
回
か
ら
各
八
月
二
十
八
晶
一
時
ー
四
時
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
印
民
悶
翡
（
衛

9、
一
悶
功
一
、
斉
暉
千
”
z
t

寸
［
曲
⑥
国
民
悶
穀
息
一
⑥
明
和
は
甘
器
暑
塁
例
林
市
赤
生
田
松
本
煎
次
氏
よ
り
噂
入
舟
鼻
と
な
り
、
そ
の
石
も
窄
⇔
新
た
に
累
和
班
説
の
制
度
を
設
け
十
万
円
の
ほ
）
の
塁
一
十
九
万
五
江
口
於
柿
四
商
店
一
人
翠
需
し
て
自
分
の
目
平
生
）

オ
部
改
正
設
定
に
つ
い
て
の
こ
と
。
だ
っ
つ
あ
り
、
同

E

の
千
戸
逹
成
も
同
一
人
か
ら
年
十
万
円
以
あ
岡
与
が
圭
円
か
ら
第
一
年
自
を
、
第
二
年
目
の
九
月
一
日
前
十
時
占
―
―
一
時
を
瞑
り
ま
し
よ
う
。
（
民
生
課
）
◎
笑
醤
衛
生
教
四
質
＾
[

』
．
，
醤
器
者
は
国
保
よ
り
除
外
す
新
市
町
村
郎
靡
歴
に
馨
昭
和
⑥
昭
和
＿
―
-
十
＿
＿
一
年
度
明
和
村
波
船
特
別
時
間
の
箇
と
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
た
均
合
に
は
、
こ
れ
を
三
年
間
だ
税
額
、
第
一
二
年
目
の
税
四
の
合
I
t
累
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＠
瀬
下
雙
”
生
敦
臼
庄
早
I
l
l
水
門

る
こ
と
。
＝
―
-
士
＿
一
年
哀
の
指
定
村
と
な
り
、
補
会
計
オ
入
才
田
追
加
界
苫
つ
い
て
は
八
月
二
十
五
日
よ
り
塁
筵
和
て
課
税
す
る
。
こ
れ
は
財
産
控
除
し
た
八
万
翠
塁
爵
し
な
け
昭
和

3
2年
度
村
税
歩
合
木
村
ト
ヨ
保
随
婦
嘉
紋
夫
総
巧
教
育

和
2

器
に
つ
い
て
、
処
釈
手
術
そ
の
器
翌
し
て
、
打
線
放
送
事
菜
県
よ
り
の
波
馨
託
金
一
六
、
二
〇
測
量
に
入
り
、
九
月
硝
癸
札
、
十
月
を
分
図
し
て
目
の
軽
減
を
図
る
の
を
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
制
度
は
初
め
『
普
通
税
九
＾
％
国
保
税
九
五
•
五
％
山
形
ト
メ
ク
柿
れ
泊
吉
社
会
教
百

梅
原
、
大
佐
貫
、
入
ケ
谷
は
一0
0
％
奔
菜
謀

他
の
手
当
と
あ
っ
た
の
を
、
坦
醗
手
を
行
う
が
、
な
お
十
ケ
年
の
新
村
鰈

0
円
減
に
よ
り
予
Q
減
額
す
る
。
工
事
麿
の
子
定
で
あ
り
ま
す
。
g

B

防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
モ
こ
互
口
は
そ
殴
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

箆
の
陣
の
手
当
（
滋
科
、
而
翌
を
設
計
画
を
立
て
モ
の
塁
を
行
っ
⑨
昭
和
l
=
-
+
―
―
―
年
霞
明
和
村
国
民
目
の
目
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
実
施
に
の
年
中
に
昭
与
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
―

l
-『O―

年
以
前
の
贈
与
に
は
累
壁
さ
れ
昭
和
＿
二
十
二
年
疫
の
村
税
苔
渾
税
の
下
汀

m納
説
組
合
九
九
•
五
％
腹
庄
落
合
栄
蔵
土
木
◎
印
は
存
、
（
）
は
主
巧

含
む
）
と
改
む
。
た
め
の
客
議
会
を
殷
四
す
る
。
床
際
特
別
会
計
オ
入
オ
出
追

m
琴
止
当
り
向
分
の
節
協
力
下
さ
る
よ
う

m
と
醗
の
価
格
の
合
g
t
匹
に
つ
い
て
荘
礎
控
な
＞
ー

1

明
＇
四
品
は
一
九
、
蔓
六
千
円
、
収
入
田
島
納
税
馨
九
九
・
―
―
-
%
-

3

自
動
l
l
l
事
故
等
に
よ
っ
ャ
床
泣
を
⑥

H
皿
購
入
に
つ
い
て
ま

a

御
加
ひ
申
上
ま
す
。
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ー
．
選
欅
に
よ
る
農
業
委
員
決
定
g
―
九
、
一
四
＿
―
-
千
円
で
、
収
入
歩
原
水
爆
禁
止
運
動

n
]

を
明
室
戸
；

.

.
 i
田
に
き
水
ど
つ
み
よ
泳
な
う
よ
ら
変
四
っ
合
は
九
八
％
、
盃
醤
摂
慄
険
税
は
村
長
言

ぅ
谷
哀
の
が
年
ま
く
。
水
ら
よ
。
し
か
大
7
ば
七
月
二
十
i
二
日
餌
翌
で
迫
挙
会
の
は
別
項
の
遥
り
無
疫
啓
に
よ
り
当
選
沃
濶
定
詈
、
四
一
ハ
＿
髯
、
収
込
は
募
金
御
礼
ョ

T

に
·
ら
供
た
い
や
よ
い
た
入
い
う
ま
水
は
。
し

ろ
型
れ
子
し
な
あ
が
さ
ま
こ
な
よ
し
ぐ
さ
つ
な
結
榮
つ
ぎ
の
名
が
当
溢
し
た
。
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
十
五
人
の
賃
の
五
、
二
＿
八
千
円
、
九
五
・
五
％
の
良
八
月
中
句
に
東
京
で
行
わ
れ
る
原
水

-
『
-
-
.
i

l

守
←
剛
目
言
己
喜
〗
い
江
こ
二
日
月
人
が
七
月
二
い
口
叶
い
協
力
に
こ
＂
汀
汀
”
]
渇
玉

ら
多
利
点
供
十
を
亨
つ
に
に
下
と
に
を
る
た
に
し
で
斗
合
田
多
田
栄
作
一
、
四
菜
団
体
推
四
者
深
謀
な
る
製
婁
し
ま
す
と
共
に
、
こ
の
翌
っ
や
く
完
了
し
た
の
で
昌
盃

に
手
四
者
泳
る
。
び
う
て
る
時
勁
入
つ
ぎ
に
ろ

芯
0誓
閲
覧
臼
言
喜
に
三
←
[
(
団

[
[
m
m
:
I
R

腐
叶
討
評
ぃ
ご
且
0円
を
郡
支
部
腐
に

し
未
た
水
し
g
ぎ
幼
ん
い
水
せ
て
れ
や
邸
ら
白
人
く
い

し
の
意
は
の
．
遊
て
の
ば
し
双
変
ず
か
っ
一
行
な
矢
G
的
鬼
利
一
江
原
四
太
郎
久
保
庭
仁
一
郎
一
日
役
均
に
於
て
納
税
組
合
長
念
渠
の
と
の
尊
い
因
さ
ま
の
拠
出
金
は
必
ず

せ
オ
ま
連
注
こ
名
が
で
め
児
遊
意
四
必
て
そ
へ
こ
ら
新
里
鉛
木
＿
―
-
芳
ー
ニ
、
習
命
詈
古
い
ま
し
た
。
次
の
六
つ
の
納
税
組
や
大
会
を
よ
り
有
意
翠
に
、
よ
り
盛
会
民

0

り
供
に
哀
七
す
く
占
幼
で
注
。
やm
は
し
が
1
1
1
結
か

ぎ
1

な
子
互
の
こ
で
近
歪
言
っ
と
食
に
怠
6
一
わ
中
谷
坂
上
敏
太
郎
（
学
諏
翡
者
）
合
が
納
税
成
績
四
皮
に
付
去
彰
を
つ
け
に
閲
的
に
餃
わ
れ
る
こ
と
で
せ
う

u

の
は
靡
孔
讐
讐
芸
鱈
迄
蜘
芹
升
印
村
仙
m

斎
暉
光
太
郎
駒
宮
新
l
＝
ま
し
た
。
、
諏
に
あ
り
が
と
さ
さ
い
ま
し
た
。
：
｀
ー

者
季
本
こ
，
も
の
な
そ
す
く
思
り
し
。
泳
ま
く
よ
だ
水
南
大
島

3

田
g
l
J
-
―
―
八
祁
兄
涼
次
坂
上
登
兵
凶
、
名
納
税
組
合
へ
は
、
わ
ず
か
で
群
馬
県
護
国
誹
社
奉
―
―

水
い
の
た
そ
う
年
中
卸
．
＜
ど
と
守
歪
つ

3

匹
や
し
友
．
江
口
新
井
虹
市
一
な
良
几
次
郎
（
敬
称
記
）
す
が
納
税
奨
翌
、
J
I
F
息
、
手
拭

び
れ
。
よ
今
泳
水
が
な
と
い
く
勁
よ
ら
四
ま
ず
や
聟
会
贅
募
金
結
果
，

を
廷
そ
ま
ん
し
．
永
用
の
ま
の
他
よ
運
し
。
か
．
し
必
向
。
1
1
1
仄
膝
野
光
l
．
等
を
お
波
し
致
し
ま
し
た
。

あ
ぐ
せ
ま
り
は
や
う
故
限
も
を
い
巷
っ
先
中
に
。
し
ぅ
大
佐
四
郎
四
ー
ニ
ー
新
村
建
設
審
議
会
組
合
名
収
入
歩
合
群
醤
墾
田
神
社
の
改
店
、
翡
、

子
一
水
め
ま
り
な
湿
迄
芯
紺
芦
匡
紐
詩
芸
梅
ば
高

I
R圧
之
叩
発
足
栂
床
納
税
組
合

1
0
0％
祭
典
費
と
し
て
回
神
社
奉
只
会
で
は
今
．

ぃ
認
覧
多
1
1
1
た
し
ど
の
は
う
ま
ず
5
き
ン
は
ま

m
凶
奈
卑
孤
―
―
明
和
村
は
新
村
四
繋
紺
村
に
指
定
大
佐
已
納
税
組
合
-
8
％
年
房
―
―
―
百
万
円
笞
も
、
毎
戸
十
コ

ょ
め
か
せ
冷
．
ち
う
り
子
次
よ
し
ま
。
が
ケ
の
し
会
計
宜

よ
ぃ
と
や
い
き
＿
が
落
こ
ゃ
の
は
ー
い
に
4
う
上
キ
れ
に
選
任
晨
業
委
員
―
を
受
け
た
の
で
育
―
二
十
日
の
臨
時
譲
入
ケ
谷
納
税
馨
l
8
％
身
の
雙
金
を
お
阿
い
す
る
こ
と
に
な
一

l
l
l
は
せ
の
も
て
て
そ
に
爬
茨
委
口
の
任
期
潤
了
に
よ
る
深
学
会
に
「
新
村
郎
殷
零
譴
会
殴
四
条
例
」
千
津
井
納
税
組
合
九
九

•
O五
％
り
ま
し
た
3

木
村
に
於
て
も
辺
日
区
艮
'
|
ー
ー
＇

(1) 昭和 8 8 年 8 月 日 牙 2 2 号
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夏
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2
 

月t
®
「
羅
」
の
の
実
施
に
つ
い
て
五
日
閲
、
哀
季
休
業
に
な
り
ま
す
。
休

広
報
渠
ニ
ー
号
で
「
辺
更
の
時
間
繁
中
の
生
活
掏
尋
に
つ
い
て
は
｀
哀
季

年3
 

＇
の
特
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
休
稟
の
自
的
に
か
ん
が
み
、
各
学
校
に

和
た
か
、
本
g
委
で
は
、
百
月
＝
＝
干
日
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
遡
挙
な
g
t
回
の
も

の
定
例
会
で
、
之
が
実
施
を
譴
択
し
、
と
に
実
血
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

各
学
校
丑
に
対
し
、
突
邸
方
に
つ
い
て
ま
す
が
、
家
庭
及
び
社
会
に
お
い
て
も

昭

担
―
示
致
し
ま
し
た
。
笞
内
各
学
絞
に
お
積
該
的
に
御
窃
力
下
さ
い
ま
し
て
、
塁

い
て
は
、
一
学
期
を
研
翌
描
閃
咆
J
い
口
休
み
が
安
全
か
つ
有
効
に
迅
さ
れ

し
て
、
二
学
期
か
ら
実
施
の
予
定
で
八
月
二
十
五
日
に
は
全
児
口
生
徒
が
元

‘
,
ノ

2

す
。
気
で
目
で
き
る
よ
足
し
て
い
た
だ

（
®
哀
季
休
菓
生
学
校
は
、
七
月
二
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
ま
で
h
-
+
o
o
明
和
村
数
委
諏
書
の
公
閲
旧
千
江

と

¥. 

＝相続税法大幅に改正＝
1 人なら180万円まて相醗颯はかヽらない

＝贈与税基縫控除は 20万JI1に＝

ヽ
9
9
,

)
'
-
3
7品

6
0
0
7
0
0
O
O
o

g
-
卜
|
.

め
る
。
A
迫
畷
館
詠
警
察
鴫
、
学
校
警
察
逹
遠
慮
し
ま
し
よ
う
。
八
、
用
便
の
後
、
食
前
に
は
手
を
良
く
ー
'
,
1
,
1
,
1
,
9
,
1
,
9
,
1
,
,
'
,
'
1
1
、

l

i
i

性
犯
罪
＂
＂
且
杓
五
＂
＂
｀
伍
言
門
護
日
彗
"
”
]
い
意
し
、
明
和
g
[
行
五
汀
＂
＂
＂
り
[
[
パ
し
て
か
ら
の
給
与
は
衣
科
の
外
に
初

国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
E
の
釈
安
の
た
め
仔
給
六
、

l万
0
円
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
外
諸

の
ま
障
で
開
か
れ
、
本
村
か
ら
は
江
森
而
導
研
究
玉
を
開
い
た
。
さ
せ
ま
し
よ
う
。
り
一
人
の
伝
染
病
忠
者
を
出
さ
ぬ
よ
う

号
廿
思
春
期
の
少
年
に
正

L

い
指
導
を
廿
ふ
く
、
関
口
須
芙
子
、
大
匹
い
ち
の
各
⑥
窟
教
四
キ
ャ
ン
プ
磁
習
嗅
教
委
六
、
井
戸
水
の
品
は
毎
日
致
し
ま
し
お
互
い
に
心
か
け
ま
し
よ
う
。
募
反
酪
に
対
し
、
わ
が
国
詞
衛
す
る
こ
と
を
主
~
喜
為
も
あ
り
、
醤
金
は
翌
べ
月
麟

官
荏
望
し
、
必
姿
に
応
じ
翁
の
秩
序
の
紐
i
の
胃
分
（
約
二
五
、

0
8
円
）
、
誨
士
で

2

夏
は
性
犯
罪
が
断
然
多
く
、
こ
と
に
少
年
に
よ
る
も
の
が
年
こ
と
に
ふ
え
て
含
て
い
る
。
昨
年
婦
人
会
民
が
爵
し
た
。
の
嘉
で
利
扱
郡
片
品
村
哲
器
辟
で
よ
う
。
（
民
生
陳
）
持
に
染
る
こ
と
と
な
つ
て
い
ま
す
。
i
贋
宵
分
（
約
四

0、
§
)
が
支
給
さ

2

縣
下
て
嬌
女
暴
行
（
強
か
ん
）
て
検
挙
し
た
少
年
は
二
九
人
て
、
全
体
の
五
九
％

e

占
め
て
い
⑨
婦
人
魯
塁
塁
釜
爵
村
婦
閲
か
れ
、
本
村
か
ら
は
、
小
哲
文
夫
、
七
、
癸
に
翌
讐
ぬ
よ
―
っ
゜
衛
溢
資
格
は
昭
和
一
二
十
四
年
一
月
一
且
翌
れ
ま
す
。

・
自
で
年
令
が
翠
八
オ
児
二
十
万
才
末
潤
の
日
i
そ
の
他
在
隊
中
防
衛
大
学
校
や
悶
学

4
に

牙
る
。
性
犯
罪
の
動
讚
は
、
好
奇
心
に
よ
る
も
の
、
て
き
心
、
映
画
、
清
劇
の
影
響
、
お
と
な
の
話
人
会
湮
絡
協
濃
会
で
は
、
教
委
と
共
四
金
字
竹
天
瞑
品
ぬ
、
森
尻
か
く
の
！
ー
｀
ー
'
f
i
i

l
i
t

l
l

i
i
i
!
`
iご

例
一
本
男
子
な
ら
ど
な
た
も
蒻
で
き
ま
す
。
｛
応
刃
し
て
将
来
幹
部
に
な
る
と
と
も
出
来
ま
す

女
性
服
装
に
調
激
さ
れ
て
、
と
い
う
の
が
圧
倒
的
て
あ
る
。
昨
年
乱
暴
さ
れ
た
婦
女
子
七
七
人
の
で
、
七
月
二
十
九
日
、
梅
島
小
学
校
に
四
氏
を
訳
述
、
七
月
＿
―
-
十
一
日
か
ら
八

う
ち
に
は
、
高
校
生
九
人
、
中
学
生
二
人
、
小
畢
生
―
―
―
一
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
』
0
よ
う
な
於
て
婦
人
金
品
の
推
進
功
強
化
の
一
月
二
日
ま
で
二
泊
二
日

•
5
]

一
次
爵
は
九
月
＿
日
か
免
＇
月
宵
ま
で
醤
又
希
望
に
よ
つ
て
は
高
校
や
大
学
に
通
学
す
る

傘
’
そ
三
で
受
付
け
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
総
腐
庶
―
こ
と
も
で
き
、
忠
給
法
の
洒
用
も
あ
り
ま
す
。

牲
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
、
各
蒙
庭
、
學
校
な
ど
に
お
い
て
思
馨
I
l
l
の
少
年
に
対
す
る
正
し
い
詣
曝
塑
し
て
指
導
講
四
会
を
開
柑
。
雹
忠
ぢ
キ
ャ
ン
プ
八
月
六
日
か
、
J
、
の

を
行
う
と
同
時
に
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
0
講
師
婦
人
醤
員
宮
田
文
子
先
生
社
ら
八
B
ま
で
二
堅
百
、
1
1
1
俣
池
先
利
ご

... 

I
,

．
は
巧
箆
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
•
本
村
で
は
第
一
次
、

m二
次
の
び
東
で
は
ニ
―

敦
主
事
I
l
l
扇
茂
先
生
で
す
。
概
河
畔
で
器
。
•
＿
．
←
て
れ
オ

幼
児
は
を
即
ま
れ
て
も
こ
れ
に
応
じ
な
い
、
見
知
り
程
度
か
ら
の
誘
い
や
呼
出
し
．
『
し
こ
試
験
は
十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
可
日
ま
で
十
二
名
の
応
料
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
も

⑥
年
団
指
導
者
墨
塁
羹
郡
連
⑨
千
中
塁
学
旅
行
千
中
＿
―
-
年
生
は
八
・

＇
、
一
人
で
悶
居
を
さ
せ
た
り
、
応
外
遠
回
り
に
な
つ
て
も
、
明
る
い
人
輝
に
応
じ
な
い
。
＿
出
。

l

の
う
ち
一
日
で
匹
印
裟
と
身
体
検
査
を
行
い
ふ
全
つ
て
応
努
し
て
下
さ
い
。
｝

合
青
年
団
認
識
会
で
は
、
七
月
二
十
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
二
．
つ
る

嘉
ば
せ
た
り
、
夕
方
釈
い
に
出
さ
り
の
多
い
と
こ
ろ
を
思
。
蒙
底
て
は
づ
目
1
,
9
ー
ー
＼
ー
1
,
1
,
9
，
ー
、
~
ー
ー
ヽ
ー
1
,
1
,
9
1
1

な
い
。
義
知
ら
ぬ
人
の
誘
い
に
の
一
鮫
婦
女
子
は
外
出
、
帰
宅
の
時
間
、
友
人
、
造
び
七
の
岡
日
、
板
愈
電
神
社
々
翌
所
に
泊
唇
で
箔
磁
―
―

-
m浜
、
伊
墨
方
面
•
_
-
P
l
て
決
心
で
立
ょ
つ
て
始
め
て
達
成
出
来
る
上
の
高
令
者
に
対
し
年
額
＿
―
-
千
円
の
年
C
o
以
下
の
も
の
は
笠
桃
色
と
な
り
、

ら
な
い
よ
う
に
、
平
索
か
ら
注
意
し
器
住
を
刺
激
す
る
よ
う
な
瞑
茨
や
饗
の
召
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
、
外
於
て
指
導
者
隅
塑
を
問
い
た
。
に
修
学
旅
行
を
翠
咄
．
へ
、
｀
字
皿
の
で
、
村
か
ら
類
ま
れ
た
か
ら
や
る
ん
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
付
砕
を
行
い
、
又
哀
諏
交
付
証
明
喜

て
お
く
。
磨
し
な
い
、
帰
宅
の
尋
な
る
と
か
ら
兄
え
る
と
こ
ろ
で
、
ふ
し
な
ら
⑥
賓
裟
墨
器
翌
屍
会
郡
P
T
.
、
"
戸
努
だ
と
ゆ
う
の
で
は
、
ト
テ
も
出
来
る
問
本
年
慶
給
対
象
と
な
る
者
は
明
治
七
交
付
し
ま
し
た
。
齋
し
た
と
き
、
平

心
｛
登
校
、
下
校
し
た
り
、
途
中
口
紅
闘
汀
＂
い
謬
[
“
五
琵
i
い
{
[
夏
の
伝
染
病
予
防
は
ご

r

．
←

L

i
[
i
"
"
『5馴
口
[
[
戸
鱈
闘
口
迂
に
口
げ
”
。
"
“
[
5
[

限
喜
を
し
な
い
。
見
知
ら
ぬ
者
か
出
に
は
、
し
つ
か
り
し
た
同
伴
者
を
い
で
少
年
墜
に
相
す
る
。
＇
、
に
の
の
方
々
も
こ
れ
に
力
を
入
れ
、
醤
全
上
に
な
ら
れ
る
者
に
ぱ
当
日
年
金
証
書
苔
は
出
来
ま
せ
ん
。

皆
ん
な
の
手
て
・

6

．
し
｀
ー
竺
如
体
を
あ
げ
て
駆
除
に
当
つ
て
お
る
。
を
交
付
す
る
と
共
に
年
金
を
ほ
し
ま

＇
冷
ぽ
ほ
惰
厄
！
ば
’
霞
臼
．
ぽ
憤
’
ほ
濯
ー
i
'
·
：
・

1
,ぼ
i
W
渭
樗

5
I

、
明
俣

r

すC
尚
そ
れ
以
後
に
於
て
潤
八
十
万
オ
乳
幼
兒
桧
診

易
霜
所
有
の
図
壼
日
塾
＇
冊
が
寄
伝
染
病
流
行
時
期
に
な
り
ま
た
。
五
、
さ
む
け
、
発
熱
、
烈
し
い
頭
茄
突
つ
、
，
．
J
り
：
血
l
l
l
と
保
健
婦
の
以
上
に
な
ら
れ
者
に
は
受
給
資
格
を
取
今
年
も
例
年
遥
り
引
統
い
て
母
子
衛

広
勤
務
評
定
に
つ
い
て
困
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
従
来
、
賓
年
お
互
い
に
注
農
し
ま
し
よ
う
。
伝
染
然
を
（
発
疹
チ
フ
ス
、
流
行
性
脳
｝
f

4

写
掬
当
区
域
髪
更
門
た
モ
の
都
度
年
魯
畜
の
交
付
柁
生
箔
及
門
の
た
浣
幼
児
の
塁
を

9
鴫
t

学
級
用
と
し
て
疇
入
し
た
図
書
を
集
め
門
に
は
次
の
よ
う
な
記
状
が
あ
り
ま
す
醤
賢
、
天
然
回
、
日
本
脳
炎
）
八
月
一
日
よ
り
保
鰹
婦
の
担
当
区
域
に
年
金
の
支
を
行
い
ま
す
。
行
っ
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。
日
割
は
次

て
全
部
で
―
―
ー
百
辛
余
冊
を
改
委
の
蔵
か
ら
、
あ
や
し
い
と
思
つ
た
ら
早
く
お
六
、
発
歴
の
ど
の
罪
み
（
チ
ケ
テ
リ
が
次
の
よ
う
に
変
吏
さ
れ
ま
し
た
。
受
本
年
巖
老
年
金
為
該
当
名
数
は
の
渾
り
で
す
。

骨
十
六
日
、
慄
敦
四
委
只
会
に
お
い
て
も
、
併
せ
て
議
沃
し
ま
し
た
。
委

．
い
て
、
農
実
施
に
関
す
る
規
則
が
制
閲
会
と
し
て
は
、
偲
畏
動
の
四
念
を
差
し
、
閲
覧
親
程
を
殴
定
し
て

l

唇
さ
ん
品
て
も
ら
い
、
手
お
く
れ
ア
、
爵
熱
）
「
蚊
」
と
「
ハ
工
」
を
な
く
す
得
、
乳
幼
児
、
班
蕊
婦
、
塁
モ
一
九
名
で
す
。
九
月
六
日
中
部
公
民

a

村
衷
翌
れ
、
原
て
、
評
定
寄
そ
の
以
て
、
之
が
塁
に
万
全
を
期
し
た
い
殷
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
致
し
で
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
致
し
ま
し
よ
う
。
七
、
発
熱
よ
り
売
疹
迄
二
日
（
罷
の
佃
保
鰹
上
の
こ
と
な
ら
何
で
も
塁
（
民
生
曲
）
九
月
十
二
日
東
部
公
醤

伯
に
つ
い
て
研
究
中
の
と
こ
ろ
、
七
月
と
思
つ
て
巳
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
熱
）
―
―

-
I四
日
（
天
燃
四
）
―
―
-
J
I
I
四
広
畑
g

bg
の
活
動
慮
な
く
蜘
利
用
下
さ
い
。

二
日
、
実
器
面
の
決
定
を
見
た
の
で
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
、
と
の
よ
う
な
た
。
蜘
利
用
御
希
望
の
方
は
塁
の
社
症
状
原
動
襲
付
自
韓
車
九
月
十

n
日
西
部
公
屠

敦
笞
ま
で
お
申
出
で
下
さ
い
。
一
、
毎
日
々
々
次
笞
熱
が
上
る
、
霙
ー
在
日
（
発
葦
プ
ス
）
蚊
と
ハ
エ
を
な
く
す
璽
は
、
年
々
相
談
が
ま
と
ま
り
、
毎
戸
二

8

円
の
東
部
坤
区
及
び
塁
、
斬
里
地
区
の
標
識
か
わ
る
近
日
中
に
お
通
し
遥
知
し
ま
す
か
ら

屠
恩
完
了
し
た
わ
け
で
す
。
抵
抗
や
碑
匹
が
記
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
も
時
々
あ
る
皇
フ
ス
）
予
防
法
続
け
ら
れ
て
お
る
が
、
成
績
を
上
げ
る
金
を
出
し
い
、
そ
れ
に
芍
ち
の
駆
担
当
捐
堡
器
i
車
を
変
へ
た
と
き
は
も
れ
な
く
御
参

m下
さ
い
。

二
、
さ
む
け
、
発
熱
、
は
き
け
、
竪
吐
一
、
蚊
蜘
を
提
巌
し
ま
し
よ
う
。
こ
と
は
仲
々
困
攀
な
仕
事
で
、
毎
年
な
除
費
を
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す
よ
う
な
こ
と
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＿
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と
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活
哭
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澳
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落
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く
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図
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落
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0
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％
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0
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瓢
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叫
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②
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に
あ
た
へ
て
結
桐
で
す
。
．
｛
防
衛
庁
で
は
今
固
悶
―
=
+
-
―
一
年
疫

6
四
次
の
自
衛E
品
が
~
．

と
、
男
女
と
も
二
十
代
が
ト
ン
プ
で
、
と
す
り
犯
人
は
英
つ
て
お
り
ま
す
。
坂
第
二
如
者
（
小
学
校
入
学
m
(
'
し
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
魚
が
な
け
れ
ば
衣
千
初
、
耳
い
始
ま
っ
た
。
こ
ん
ど
の
専
m
人
只
は
、
二
写
睦
老
、

0
8

名
f

『
＂
と
く
に
女
性
が
多
く
ね
ら
わ
れ
て
お
り
末
に
は
大
金
を
持
ち
歩
く
懐
会
も
多
い
g
-
＿
＿
期
名
（
小
学
校
六
年
生
）
つ
鉦
は
男
子
と
回
じ
よ
う
に
1
1
1
鮒
を
況
い
て
柔
く
森
た
も
の
で
も
カ
ル
～
る
忌
塁
二
互

0
名
、
二
翠
士
七
冗0
名
で
、
存
阜
一
月
]

]
ー
留
守
は
き
ん
も
つ
ー
一
i
ま
す
，
「
二
十
代
の
各
は
ス
タ
イ
ル
一
こ
と
で
す
十
分
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
二
、
百
日
限
予
防
霜
こ
ら
仕
事
を
し
て
モ
の
間
揺

E

シ
ウ
ム
は
と
れ
ま
す
。
ま
た
卵
も
新
虹
ま
二
十
日
か
ら
明
年
一
月
十
四
日
ま
で
、
試
験
は
一
円
二
直
か
ら
[

ー
ー
＂
二
月
パ
日
ま
で
の
問
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
は
一
ー
一
月
下
切
と
な
つ
"
]

品
ー
一
＿
屈
山
を
行
う
ぉ
食
を
す
る
の
で
月
村
の
乳
児
の
発
な
堺
乳
食
に
な
り
ま
す
。
町
界
の
竺
じ

応
蛉
資
格
は
、
四
和
一
二
十
四
年
三
月
一
日
印
在
十
八
オ
以
上
二

5

丁
戸
締
リ
は
完
全
に

1

』
優
良
乳
幼
兒
表
彰
第
一
閉
者
（
初
回
免
匹
）

L
旦
醤
乳
期
に
な
る
と
ぐ
ん
と
を
す
り
ぱ
ち
で
す
り
、
又
は
つ
ば
し
て
．
ま
て
区
り
ま
す
。

は
四
―
十
二
年
六
月

l
日
生
李
悪
く
な
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
た
へ
て
も
よ
い
の
で
す
。
ほ
り
た
て
．
．
’
_

あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
こ
と
し
も
大
づ
茫
し
さ
に
つ
け
こ
む
あ
き
沢

l
o戸
細
り
は
完
全
に
今
年
笈
本
村
の
乳
幼
兄
の
慕
の
結
関
口
光
＿
（
”
）
新
里
一
雄
れ
よ
り
昭
和
＿
―
＿
+
―
―
＿
年
且
離
す
。
こ
れ
は
家
族
の
方
と
お
母
の
人
参
、
大
概
の
瑛
な
根
塁
に
g
集
内
オ
合
の
者
で
、
中
学
校
卒
詔
和
荘
以
ヒ
の
学
力
を
打
す
る

喜
つ
き
、
な
ん
と
な
く
翁
わ
し
お
W
月
の
し
た
く
で
一
家
連
れ
立
つ
一
衷
裔
と
闊
に
す
る
と
き
に
、
も
束
次
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
環
舟
と
認
ー
用
―
R
治
（
男
）
中
谷
J
I
O
次
郎
―
―
＿
十

l
R牛
れ
ま
で
ぉ
の
さ
ん
が
よ
ほ
蕊
へ
て
い
た
ゞ
く
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
募
省
で
す
e

く
、
ま
た
な
ん
と
な
く
浮
か
れ
た
器
て
の
ば
物
や
外
1
1
1
な
ど
の
印
守
翌
ね
ら
う
一
度
よ
く
戸
細
り
を
仙
か
め
ま
し
定
さ
れ
村
で
衣
彰
さ
れ
た
。
奥
裂
（
女
）
大
作
凶
昭
回
昭
和
三
十
二
年
度
ま
で
の
未
き
た
い
閾
で
す
。
も
忘
れ
ま
せ
ん
瞑
に
。
牛
乳
が
な
け
れ
給
与
は
月
竺
士
で
六
、
一
互
O
P
l
、
外
に
扶
惹
＄
、
期
末
•

に
も
な
り
閲
ち
で
す
。
つ
て
、
あ
き
染
が
活
糾
し
ま
す
。
ち
よ
よ
う
。
奥
沢
明
犬
（
男
）
江
口
四
刃

1

.. 

ケ
v
手
当
如
翠
当
｀
窪
冷
辿
勁
西
者
に
対
し
て
は
寒
冷
地
手
半
衣

5

按
糧
名
（
幼
児
）
↓
↑
慇
望
ル
ク
、
ア
ル
フ
ァ
ぱ
し
ぽ
り
た
て
の
山
牛
乳
は
栄
養
が
あ
•

こ
ん
な
と
き
呈
、
あ
累
、
ず
り
つ
と
き
で
と
も
つ
て
戸
細
り
し
な
い

1
0外
は
磨
＜
、
中
は
陪
く
。
孔
幼
児
氏
名
男
女
別
部
芯
保
瞑
者
晉
沿
（
男
）
江
口
宇
f
J
I
-
,
ー
-
I
s
l
翡
を
行
う
も
の
農
化
さ
れ
た
坪
乳
食
が
相
当
使
用
る
も
の
で
す
か
ら
、
ど
う
か
塁
か
ね
]
官
限
、
食
叩
一
切
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
万
引
等
の
か
せ
ぎ
と
き
で
す
。
で
口
物
に
出
か
け
た
問
に
大
事
な
石
物
い
荒
ら
さ
れ
た
現
均
は
そ
の
ま
A
に
し
胄
木
良
夫
（
田
）
大
鯰
悦
雄
暉
野
殿
（
女
）
J
I
I
限
松
雄
退
職
に
は
退
暉
金
ま
た
忽
給
の
軍
用
が
あ
り
ま
す
。
｝

｀
そ
こ
で
襄
で
は
、
防
犯
貫
＾
｛
や
や
坦
金
ま
で
、
こ
つ
モ
り
痔
つ
て
行
か
て
、
す
ぐ
喜
、
派
出
所
、
駐
在
森
ば
紐
（
男
）
t
I
T
需
宏
野
否
且
（
女
）
よ
袖
昭
追

m
者
（
追m

俊
）
さ
れ
る
様
に
な
ぬ
ま
し
た
が
、
お
金
を
と
こ
ろ
で
獨
ら
れ
る
も
の
を
活
用
い
た
｛
衛
自
衛
隊
は
、
わ
が
国
の
平
和
と
邸
立
を
ば
、

Bの
盗
を
保
｛

砥
上
ア
上
．
出
し
て
求
め
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
し
ま
せ
う
。
母
体
が
つ
か
れ
て
い
る
と

開

1
1
1
等
、
広
＜
覧
の
み
な
さ
ん
に
れ
た
と
い
う
切
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん

a
m

等
、
C
比
応
下
ち
い
。
祈
ば
千
問
（
を
中
谷

m

J
I
I
村
克
己
（
男
）
大
g
笠
f

u
に
つ
た
め
、
わ
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
主
な
任
匹
と
し
、
必
要
に
応
｝

類
リ
ひ
震
村
で
な
く
て
は
手
に
入
ら
り
も
の
を
そ
の
お
乳
で
下
郷
をa
す
こ
と
が
あ
り
ぃ

協
力
的
つ
て
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
あ
き
染
や
し
の
び
込
み
は
、
戸
締
り

P
心
面
を
ね
ら
っ
す
り
。
吉
永
巧

(
m
)梅

m

明
閲
小
蹟
校
み
つ
（
女
）
加
訳
氏
冶
日
テ
定
）
｛
じ
公
共
の
秩
序
の
維
岱
に
当
る
こ
と
な
つ
て
巴
り
ま
す
。
｛
＿

植

r
、
決
諌
大
い
に
利
用
し
ま
せ
う
。
ま
す
か

6

特
に
汗
意
い
た
し
ま
せ
ぅ
．
｛
一
次
―

て
の
防
犯
辿
曲
を
強
力
に
翡
す
る
こ
さ
え
完
令
な
ら
ほ
と
ん
ギ
切
I
C
で
き
る
．
こ
れ
か
ら
の
年
末
に
、
大
克
出
し
で
”
野
本
早
苗
（
女
）
キ
f
i
t
打
踪
正

a
（
セ
円
(
”
四
一
四
き
曰
少
年
の
詰
四
ふ
る
つ
て
自
衛
＂
に
志
加
し
て
下
さ

5

I
I
I

定
生
大
釜
で
た
＜
盟
の
「
お
ね
ぱ
」
は
そ
し
エ
唇
乳
し
て
い
る
品
は
、
他
の
～
牙
‘
°

表
師
医
医
未
り
つ
ば
な
屈
、
ス
ー
プ
な
ど
と
芦
わ
家
朕
よ
り
も
即
一
竪
で
も
多
く
と
る
様
，
し

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
家
廷
に
お
か
れ
の
で
す
。
．
で
に
き
わ
い
ま
す
が
、
氾
茎
ね
ら
う
中
問
ぶ
士
子
（
女
）
大
佐
頁
呑
男
席
師
上

ま
し
て
も
、
十
介
C
注
意
の
う
え
、0
爵
は
き
ん
も
っ
一
す
り
が
多
く
な
り
ま
す
。
束
物
や
映
呵
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

................... 

ヽ
... ‘ 
... ‘ 
....... 
‘....................................' 

..... 

仝
割
民
し
く
わ
し
く
は
役
醤
g
へ
祖
談
下
さ
い
。
氏
翡
g
)
]
"

割
医
田
赳
日
（
ず
に
新
鮮
な
四
き
を
入
れ
た
咋
咽
汁
の
に
栄
泰
の
点
に

m
に
庄
怠
い
た
し
ま
せ
i

報
丸
謬
誌
飼□戸
口
紅
籟
け
詞
戸
謬
鱈
認
麟
謬
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
日
a
i
l
呼
5
的
点
み
を
登
ま
せ
て
も
よ
く
、
そ
の
他
う
。
皮
人
や
園
に
よ
い
も
の
を
食
べ
！
ー
る
十
月
十
七
日
に
十

l
-
[
日
な
記
；
を
つ
け
t
よ
い

時
3
民
仝
民
仝
月
う
ど
ん
の
森
汁
な
ど
も
万
、
六
ヶ
月
の
さ
せ
窪
が
ま
ず
い
も
の
を
食
べ
る
と
巴
つ
て
完
逃
い
た
し
ま
し
た
。

年
を
迎
え
て
よ
J
い
。
'
『

:
1
ー
ー
息
＂
に
父
を
1
つ
て
、
す
き
を
一
百

2
日
咳
予
防
注
射
施

l
后
一
公
公
ー
赤
ち
ゃ
ん
は
喜
び
ま
す
。
＿
つ
考
へ
は
改
め
ま
せ
―
つ
。
（
民
生
課
）
こ
A
に
紙
ヒ
を
通
じ
て
存
く
御
礼
申
＂
＂
汀
バ
ピ

実
午
隈
洒
應
四
陥
と
―
m
-
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
三
言
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
5
m
m
-
＝
言
―
―
―
―

.. ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
•
•
上
げ
ま
す
。
（
民
生
課
）
珂
者
に
し
て
身
体
に
抵
抗
力
を
つ
け

広
本
年
度
ベ
ピ
ー
群
馬
今
年
も
又
ジ
フ
テ
茎
や
百
日
咳
の
方
は
禽
に
お
で
か
け
下
さ
い
。
稲
師
紐
細
省
）
死
者
o
o
者
い
ろ
い
ろ
な
市
が
た
ち
、
詑
雑
が
予
て
お
き
ま
し
よ
う
。

:
5

爵
す
る
魯
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
一
、
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
疫
邸
田
田
加

5
歩
行
中
―
―
―
四
九
翌
さ
れ
ま
す
が
、
お
互
に
押
合
い
へ
農
村
に
水
道
二
、
ほ
こ
り
の
多
い
日
の
外
出
は
マ
ク

氣
館
館

k
を
用
い
、
婦
宅
衰
は
う
が
い
を
し

喜
の
ベ
ピ
ー
阿nン
ク
ー
ル
臼
＞

n
い
ア
で
お
ら
の

m
気
は
乳
器
に
と
つ
て
翡
に
1
=
=
―
回
裔
を
行
う
も
の
接
医
森
森
月
し
自
転
I
I
I
盈
行
中
ニ
ー
＿
＿
九
し
含
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、

寸
に
本
村
よ
り
小
田
み
つ
収
ち
ゃ
ん
外
四
晋
田
店
n
口
悶
一
塁
巴
認
芸
愛
し
い
羞
塵
つ
で
、
お
母
あ
第
一
期
考
（
初
回
器
）
防
時
時
民
民
砂
拉
自
動
車
を
運
転
六
二
九
硲
叩
を
起
す
原
因
を
つ
く
ら
な
い
よ
昭
和
＿
＿
干
＿
喜
昇
醤
事
策
と
ま
し
よ
う
。

2
-
l
I
[
1
0

報
i
.
州
[
:
/
/
]
口
涵
問
/
手

F
l
]
I

的
臼
I
i
i
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